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Euryptychus は，本種の他にクロコメツキダマシ E. 
vicinus Fleutiaux, 1923 とコクロコメツキダマシ E. 
lewisi Fleutiaux, 1923 の 2 種知られているが，体全
体が褐色であることや，腹部各節の後角が尖ること
により，後 2 種から区別することができる．九州・
屋久島には本種にやや似るが触角が著しく長い新種

（E. sp.）がいるが，これについては別に発表を予定
している．

本種を含むクロコメツキ属は，ミゾナシコメツ
キダマシ亜科に従来は含められていたが，近年の
研究では，クロコメツキダマシ属をタイプ属とし
たクロコメツキダマシ族 Euryptychini が設立され，
Macraulacinae 亜科に置かれている（Muona, 1993）．
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図1. 西表島産ニッポンムネヒダミヤマカミキリ（♀）.  A, 今
回採集した個体; B, 丸山（1998）で記録された個体; C , 
同ラベル.

【短報】沖縄県西表島におけるニッポンムネヒダミ
ヤマカミキリの追加記録

ニッポンムネヒダミヤマカミキリ Nadezhdiella 
japonica Hayashi は，沖縄県の石垣島と西表島に分
布するが，記録の多くは石垣島に集中し，西表島
においても採集例があるものの，正式な記録は，
丸山（1998）の他は少ない．筆者らは下記のよう
に確認しているので追加記録しておきたい．

1♀（図 1A），沖縄県西表島西高那，25. V. 2012，
鎌苅・杉本（出口）採集，鎌苅保管．

午後 11 時 30 分頃，灯火に飛来した個体を採集
した．周辺の環境は，海抜 50 m ほどの二次林で大
径木は少ないが，食樹の一つとされているカラス
ザンショウ（未発表）が自生しているものと推察
される．また今回，丸山（1998）の記録の基になっ
た標本を見出したので，ここに改めて図示してお
く（図 1B, C）．この標本は現在，日本大学生物資
源科学部森林動物学研究室に保管されている．

末筆ではあるが，丸山宗利氏が発表に際して使
用した標本の写真撮影と，本報告への使用を許さ
れた日本大学生物資源科学部の岩田隆太郎教授，
および発表を勧めて下さった横浜市の日下部良康
氏にお礼申し上げる．
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